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は
じ
め
に

　

大
阪
市
立
美
術
館
で
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
日
か
ら
十
二
月
九
日
に

か
け
て
、「
北
斎
│
風
景
・
美
人
・
奇
想
│
」
と
題
す
る
特
別
展
を
開
催
し
た（

１
）。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
北
斎
の
多
彩
な
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
一
番
の
目
的
だ

っ
た
が
、
当
館
で
開
催
す
る
意
義
を
考
え
て
、
大
坂
と
北
斎
の
関
係
に
つ
い
て

様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
、「
特
集 

大
坂
と
北
斎
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
一
般
の
方
々
に
ど
れ
ほ
ど
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
け
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
担
当
学
芸
員
と
し
て
は
、
両
者
の

意
外
な
結
び
つ
き
を
知
る
こ
と
で
、
北
斎
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
大
坂
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
た
鳥
羽
絵
本
や
絵
手
本
な
ど
か

ら
北
斎
が
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。
展
覧
会
準
備
と
並
行
し
な
が

ら
の
調
査
で
は
時
間
の
制
約
も
あ
り
、
単
純
な
図
像
の
比
較
程
度
に
留
ま
っ
て

し
ま
い
、
な
か
な
か
考
察
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
想
像
し
て
い

た
以
上
に
北
斎
が
版
本
を
参
考
に
し
て
い
る
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
特
に
大
坂
の
鳥
羽
絵
本
や
絵
手
本
に
注
目
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
調
査
中

に
は
北
斎
が
そ
れ
以
外
の
版
本
を
参
考
に
し
て
い
る
と
思
し
き
事
例
に
出
会
う

こ
と
も
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
展
覧
会
で
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿

に
お
い
て
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
北
斎
の
版
本
利
用

の
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
北
斎
の
風
景
画
に
名
所
図

会
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」
か
ら
い
く

つ
か
の
図
を
と
り
あ
げ
て
若
干
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
東
海
道
と
富
士

　

周
知
の
よ
う
に
名
所
図
会
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
流
行
し
た
通
俗
地
誌
で
あ

る
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
『
都
名
所
図
会
』
の
流

行
に
は
じ
ま
り
、『
大
和
名
所
図
会
』『
摂
津
名
所
図
会
』
な
ど
各
地
の
名
所
図

会
が
立
て
続
け
に
出
さ
れ
、『
東
海
道
名
所
図
会
』『
木
曽
路
名
所
図
会
』
と
い

っ
た
街
道
に
関
す
る
名
所
図
会
も
人
気
を
博
し
た
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

お
よ
び
同
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
江
戸
名
所
図
会
』
は
、
そ
の
一
つ
の
頂
点
と

い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

北
斎
と
名
所
図
会

秋
　
　
田
　
　
達
　
　
也
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こ
れ
ら
の
名
所
図
会
は
、
各
地
の
名
所
旧
跡
な
ど
を
文
章
で
説
明
す
る
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
挿
絵
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
庶
民
の

旅
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
と
は
い
え
未
だ
容
易
で
は
な
く
、
カ
メ
ラ
な
ど
も
な

い
時
代
に
、
名
所
図
会
に
掲
載
さ
れ
た
各
地
の
挿
絵
が
絵
師
た
ち
に
と
っ
て
重

要
な
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
こ
う
。『
東
海
道
名
所
図
会
』

の
挿
絵
が
広
重
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
に
多
く
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
な

ど
、
し
ば
し
ば
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

２
）。

　

広
重
に
先
駆
け
、
北
斎
は
七
種
も
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
を
手
掛
け
て
い
る（

３
）。

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
十
返
舎
一
九
の
『
東
海
道
中
膝
栗

毛
』
の
人
気
に
便
乗
し
て
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
北
斎
が
描
く
東

海
道
シ
リ
ー
ズ
も
人
物
や
風
俗
が
中
心
で
あ
る
。「
戸
つ
か
」（
鶴
屋
金
助
版
、

縦
小
判
）【
図
１
】
の
茶
屋
で
焼
餅
を
食
べ
る
二
人
の
男
と
犬
、「
東
海
道
五
十

三
次
絵
尽　

戸
塚
」【
図
２
】
の
風
呂
に
入
る
男
、「
く
わ
な
」（
鶴
屋
金
助
版
、

縦
小
判
）【
図
３
】
や
「
東
海
道
五
十
三
次
絵
尽　

桑
名
」
の
焼
き
蛤
を
商
う

女
な
ど
は
、『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ

の
挿
絵
も
参
考
に
し
た
可
能
性
が
高
い
【
図
４
、
５
、
６
】。

　

一
方
、
北
斎
が
『
東
海
道
名
所
図
会
』
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
も
十
分
に

想
定
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
明
快
な
影
響
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
は
意
外
と
難
し

い
。
北
斎
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
は
、
小
判
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
に
小
さ
な
画
面
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
風
景
を
中
心
に
描
い
た
作
品

は
少
な
い
。
あ
え
て
指
摘
す
る
な
ら
ば
、「
東
海
道
五
十
三
次
絵
尽　

宮
」【
図

７
】や「
み
や
」（
鶴
屋
金
助
版
、
縦
小
判
）な
ど
に
見
ら
れ
る
帆
船
の
描
写
は
、

『
東
海
道
名
所
図
会
』
巻
之
二
の
「
桑
名
渡
口
」【
図
８
】
に
よ
く
似
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
他
に
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
で
『
東
海
道
名
所
図
会
』
か
ら

図
４　

 

十
返
舎
一
九
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
初
編　

挿
絵　

国
立
国
会
図
書
館

図
１　

 

北
斎
「
戸
つ
か
」（
鶴
屋
金
助
版
、
縦
小
判
）　

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
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図
５　

 

十
返
舎
一
九
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
初
編　

挿
絵　

国
立
国
会
図
書
館

図
６　

 

十
返
舎
一
九
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
五
編
上　

挿
絵　

国
立
国
会
図
書
館

図２　 北斎「東海道五十三次絵尽　戸塚」
　　　和泉市久保惣記念美術館

図
３　

 

北
斎
「
く
わ
な
」（
鶴
屋
金
助
版
、
縦
小
判
）　

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
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の
明
ら
か
な
影
響
を
指
摘
で
き
る
図
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
が
、
各
宿
場

で
描
か
れ
る
対
象
に
つ
い
て
は
共
通
す
る
図
が
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
北

斎
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
の
「
京
」
に
は
、
御
所
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が

多
い
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
『
東
海
道
名
所
図
会
』
巻
之
一
の
巻
頭
に
「
小こ

朝ち
ょ
う

拝は
い

」（
元
旦
に
天
皇
に
拝
賀
す
る
儀
式
）
の
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
影
響

だ
ろ
う
。
北
斎
が
各
宿
場
で
何
を
描
く
か
決
め
る
際
に
、『
東
海
道
名
所
図
会
』

を
利
用
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
享

和
か
ら
文
化
中
期
（
一
八
〇
一
〜
一
一
）
頃
に
か
け
て
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
を
七

種
も
手
掛
け
た
北
斎
が
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
海
道

名
所
図
会
』
を
全
く
参
考
に
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

　

さ
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
北
斎
が
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
シ
リ
ー

ズ
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
参
考
に
し
た
と
さ
れ
る
版
本
に
、
明
和
八
年
（
一
七

七
一
）に
刊
行
さ
れ
た
河
村
岷
雪
の『
百
富
士
』が
あ
る（

４
）。『
百
富
士
』は
、
様
々

な
場
所
か
ら
の
富
士
の
姿
を
四
巻
四
冊
、
計
一
〇
二
図
に
収
め
た
絵
本
で
、
な

か
に
は
天
候
や
時
間
の
違
い
に
よ
る
富
士
の
変
化
を
捉
え
た
図
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
構
成
が
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
シ
リ
ー
ズ
に
通
じ
る
だ
け
で
な
く
、

橋
の
下
に
富
士
を
見
る
「
橋
下
」
や
円
窓
の
中
に
富
士
を
見
る
「
窗
中
」
な
ど

か
ら
の
構
図
面
に
お
け
る
影
響
、
さ
ら
に
は
富
士
を
捉
え
る
地
点
な
ど
に
も
共

通
点
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

北
斎
の
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
が
岷
雪
の
『
百
富
士
』
に
多
く
の
影
響
を
受
け

て
い
る
こ
と
は
広
く
認
め
ら
れ
て
お
り
、
世
界
的
に
も
知
ら
れ
る
北
斎
の
富
士

図
が
ど
の
よ
う
な
先
蹤
作
品
の
も
と
に
生
ま
れ
た
の
か
、
そ
の
基
盤
と
な
り
得

る
部
分
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
冨
嶽
三
十

六
景
」
全
四
十
六
図
を
見
渡
し
た
と
き
、『
百
富
士
』
か
ら
の
影
響
だ
け
で
語

れ
る
図
は
多
く
な
い
。『
百
富
士
』
が
構
想
の
基
底
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ

図８　 『東海道名所図会』巻之二より 竹原春泉斎「桑名渡口」   
国立国会図書館

図７　 北斎「東海道五十三次絵尽　宮」  
和泉市久保惣記念美術館
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つ
も
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」
の
各
図
の
成
立
に
つ
い
て
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん

で
様
々
な
も
の
か
ら
の
影
響
を
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

５
）。

　

そ
の
取
り
掛
か
り
と
し
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
が
、
名
所
図
会
か
ら
の
影

響
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」
と
同
じ
天
保
期
に
刊
行
さ

れ
て
人
気
を
博
し
た
広
重
の
保
永
堂
版「
東
海
道
五
拾
三
次
」シ
リ
ー
ズ
に
は
、

『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
挿
絵
か
ら
影
響
を
受
け
た
図
が
多
く
見
ら
れ
る
。
同

じ
東
海
道
を
題
材
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
比
較
対
象
に
な
り
や
す
い
の
だ
ろ
う

が
、
富
士
が
東
海
道
随
一
の
名
所
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。『
東

海
道
名
所
図
会
』
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
点
か
ら
の
富
士
が
描
か
れ
、
江
戸
の
日

本
橋
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
は
比
叡
山
の
四し

明め
い

岳が
た
けか
ら
の
富
士
を
描
い
た
挿
絵
も

あ
る
。
ま
た
挿
絵
だ
け
で
な
く
、
東
海
道
が
富
士
に
最
も
近
づ
く
吉
原
か
ら
原

に
か
け
て
の
箇
所
に
は
、
富
士
に
つ
い
て
の
説
明
が
か
な
り
の
分
量
で
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
富
士
の
イ
メ
ー
ジ
が
ふ
ん
だ
ん
に
詰
ま
っ
た
『
東
海
道

名
所
図
会
』
は
、
富
士
を
描
く
際
の
参
考
と
し
て
も
十
分
に
役
に
立
つ
も
の
だ

っ
た
だ
ろ
う
。
次
章
よ
り
、
作
品
に
即
し
な
が
ら
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」
と
『
東

海
道
名
所
図
会
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
、「
凱
風
快
晴
」

　

北
斎
が
描
い
た
富
士
の
な
か
で
最
も
知
ら
れ
て
い
る
図
は
、「
冨
嶽
三
十
六

景
」
シ
リ
ー
ズ
中
の
「
凱
風
快
晴
」【
図
９
】、
い
わ
ゆ
る
赤
富
士
だ
ろ
う
。
同

シ
リ
ー
ズ
の
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」「
山
下
白
雨
」
と
と
も
に
三
役
に
数
え
ら
れ
、

日
本
国
内
に
留
ま
ら
ず
海
外
に
ま
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
親
し
ま

れ
た
「
凱
風
快
晴
」
で
あ
る
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
に
つ
い
て
は
十
分
な

議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

赤
富
士
と
い
う
現
象
に
関
し
て
言
え
ば
、
狩
野
博
幸
氏
に
よ
り
野
呂
介
石
筆

「
紅
玉
芙
蓉
図
」（
文
政
四
年
、
脇
村
奨
学
会
蔵
）
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
、
近

年
そ
れ
を
遡
る
年
代
の
野
呂
介
石
筆「
富
岳
紅
暾
図
」（
文
化
十
三
年
、
個
人
蔵
）

も
紹
介
さ
れ
た（

６
）。
確
か
に
、「
凱
風
快
晴
」
と
近
い
時
期
に
赤
富
士
が
描
か
れ

て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

　

ま
た
、
浅
野
秀
剛
氏
は
、
直
接
的
な
影
響
関
係
を
指
摘
す
る
の
で
は
な
く
、

「
イ
メ
ー
ジ
環
境
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、「
凱
風
快
晴
」
へ
と
通
じ
る
先
行

作
を
慎
重
に
提
示
し
て
い
る（

７
）。イ
メ
ー
ジ
環
境
と
は
、「
イ
メ
ー
ジ
受
容
の
環
境
」

を
略
し
た
言
葉
で
、「
特
定
の
時
代
・
地
域
の
人
び
と
や
、
特
定
の
個
人
が
接

す
る
こ
と
が
で
き
た
造
形
美
術
（
イ
メ
ー
ジ
）
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た

か
と
い
う
こ
と
」
で
あ
り
、「
作
者
や
作
品
を
取
り
巻
く
す
べ
て
の
イ
メ
ー
ジ

を
包
含
し
て
い
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
浅
野
氏
は
、
そ
の
よ
う
な
定
義
を

し
た
う
え
で
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
道
中
記
『
吾あ

嬬づ
ま
の

路
み
ち
の

記き

』
の
挿
絵
「
夏　

吉
原
冨
士
」【
図
10
】
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
西
側
の
稜

線
を
な
だ
ら
か
に
広
げ
る
富
士
の
姿
や
そ
の
山
肌
の
黒
点
な
ど
は
、「
凱
風
快

晴
」
へ
と
通
じ
る
要
素
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
「
凱
風
快
晴
」
に
つ
い
て
、
以
上
の
よ
う
な
「
イ
メ
ー
ジ
環
境
」
が
こ
れ
ま

で
に
語
ら
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
に
加
え
て
お
き
た
い
の
が
『
東
海
道
名

所
図
会
』
巻
之
五
の
挿
絵
「
過
駿
河
吉
原
駅
望
芙
蓉
景
」【
図
11
】
で
あ
る
。

二
ペ
ー
ジ
に
跨
り
稜
線
を
広
げ
る
堂
々
と
し
た
富
士
の
姿
は
、
一
見
し
て
「
凱

風
快
晴
」
の
構
図
に
近
い
。「
凱
風
快
晴
」
と
比
べ
る
と
富
士
の
頂
は
や
や
鈍

角
で
あ
り
（
実
際
の
富
士
に
は
こ
の
挿
絵
の
ほ
う
が
近
い
）、
画
面
下
に
浮
島

沼
（
富
士
沼
）
が
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
異
な
る
が
、
山
肌
の
点
描
や
頂
上

あ
た
り
の
描
写
も
比
較
的
近
い
よ
う
に
見
え
る（

８
）。
画
面
左
上
に
は
、「
寛
政
丙

辰
秋
九
月
過
駿
河
吉
原
駅
望
芙
蓉
景　

原
在
正
写
」
と
あ
り
、
原は

ら

在ざ
い

正し
ょ
うが

寛
政
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図９　北斎「冨嶽三十六景　凱風快晴」　島根県立美術館

図10　『吾嬬路記』より「夏　吉原冨士」　西尾市岩瀬文庫
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八
年
（
一
七
九
六
）
九
月
に
駿
河
の
吉
原
駅
を
過
ぎ
た
付
近
か
ら
富
士
を
捉
え

た
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（

９
）。

　

原
在
正
（
一
七
七
八
？
〜
一
八
一
〇
）
は
、
京
都
画
壇
で
活
躍
し
原
派
の
祖

と
な
っ
た
原
在
中
の
長
男
で
あ
る
。
勘
当
さ
れ
た
う
え
に
早
世
だ
っ
た
た
め
、

そ
の
経
歴
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
が
多
い
が
、
親
譲
り
の
平
明
で
精
緻
な
画
風

か
ら
は
か
な
り
の
腕
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
大
阪
市
立
美
術
館
が
所
蔵

す
る
原
在
正
筆
「
猫
図
」（
田
万
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）【
図
12
】
に
お
い
て
も
、
眠

っ
て
い
る
猫
が
繊
細
な
筆
致
で
描
か
れ
、
穏
や
か
で
か
わ
い
ら
し
い
雰
囲
気
が

見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

在
正
は
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
お
い
て
三
図
の
挿
絵
を
担
当
し
て
い
る
。

「
過
駿
河
吉
原
駅
望
芙
蓉
景
」
の
ほ
か
、
久
能
山
か
ら
三
保
崎
を
望
む
図
（
巻

之
四
）、
雲
海
に
頭
を
の
ぞ
か
せ
る
富
士
の
図
（
巻
之
五
）
の
計
三
図
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
実
景
に
も
と
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
精
緻
な
描
写
に
特
色
が
あ
り
、
同

書
中
に
他
の
絵
師
が
描
く
挿
絵
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

　
『
東
海
道
名
所
図
会
』の
挿
絵
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
作
品
に
、

原
在
正
筆
「
富
士
山
図
巻
」（
個
人
蔵
）
が
あ
る
。
こ
の
画
巻
は
、
江
戸
か
ら

遠
江
に
至
る
東
海
道
沿
い
か
ら
富
士
の
姿
を
捉
え
た
も
の
で
、
全
十
四
巻
、
計

七
十
四
図
か
ら
な
る
。
各
図
に
は
地
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
な
か
に
は
日
付
が

記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
地
で
の
写
生
に
基
づ
く
作
品
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
第
一
巻
の
第
六
図「
品
川
熊
野
門
前
」に
は
、

赤
富
士
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
野
呂
介
石
筆
「
富
岳
紅
暾

図
」
に
先
行
す
る
赤
富
士
図
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
「
富
士
山
図
巻
」
に
つ
い
て
は
、
飯
田
真
氏
に
よ
る
詳
細
な
論
考
が
あ

り
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
在
正
の
挿
絵
と
同
じ
寛
政
八
年
の
旅
の
ス
ケ
ッ

チ
を
も
と
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

10
（

。「
過
駿
河
吉
原
駅
望
芙
蓉
景
」

図11　 『東海道名所図会』巻之五より 原在正「過駿河吉原駅望芙蓉景」　国立国会図書館
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と
の
関
係
に
つ
い
て
は
特
に
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、「
富
士
山
図
巻
」

第
四
巻
の
第
一
図
「
駿
州
従
原
吉
原
間
眺
望
」
と
ほ
ぼ
同
じ
視
点
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
挿
絵
の
ほ
う
が
や
や
視
点
を
西
側
に
移
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
画
面
下
部
に
描
か
れ
る
浮
島
沼
や
松
林
の
雰
囲
気
も
よ
く
似
て
い
る
。
お

そ
ら
く
在
正
は
、
版
本
の
見
開
き
の
ペ
ー
ジ
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
富
士
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
若
干
の
変
更
を
加
え
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
第

四
巻
の
第
三
図
に
「
九
月
九
夜
駿
州
従
吉
原
駅
望
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
在
正
が
九
月
九
日
に
吉
原
駅
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、「
過
駿

河
吉
原
駅
望
芙
蓉
景
」
に
記
さ
れ
る
「
秋
九
月
」
と
も
齟
齬
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、実
景
に
も
と
づ
き
精
緻
な
筆
致
で
描
か
れ
た
在
正
の
挿
絵
は
、

『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
お
い
て
異
彩
を
放
っ
て
お
り
、
観
る
者
に
少
な
か
ら

ぬ
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
や
、
富
士
だ
け
を
見
開
き
に

大
き
く
描
い
た
「
過
駿
河
吉
原
駅
望
芙
蓉
景
」
は
、
一
見
し
た
だ
け
で
も
人
々

の
記
憶
に
残
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
七
種
も
の
錦
絵
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
を
手
掛

け
た
北
斎
の
脳
裏
に
、
こ
の
在
正
の
富
士
山
図
の
イ
メ
ー
ジ
が
残
ら
な
か
っ
た

と
は
考
え
難
い
。

　

あ
え
て
深
読
み
を
す
る
な
ら
ば
、
画
面
右
上
に
記
さ
れ
た
大
典
顕
常
（
相
国

寺
第
一
一
三
世
）
の
漢
詩
も
興
味
深
い
。

　
　

寒
空
飛
雪
暁
紛
々

　
　

稍
霽
時
看
峰
影
分

　
　

秋
兎
能
開
天
半
色

　
　

始
知
千
里
一
労
君

　

こ
の
七
言
絶
句
の
前
に「
題
池
生
冨
士
山
図
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

も
と
も
と
池
大
雅
の
富
士
山
図
に
着
賛
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

冒
頭
の
「
寒
空
飛
雪
」
と
北
斎
が
描
く
「
凱
風
快
晴
」
と
で
は
正
反
対
の
季
節

で
は
あ
る
も
の
の）

11
（

、
暁
の
富
士
の
イ
メ
ー
ジ
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
注
目

さ
れ
よ
う
。

図12　原在正「猫図」大阪市立美術館（田万コレクション）
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三
、「
山
下
白
雨
」

　

で
は
、「
凱
風
快
晴
」
と
並
び
称
さ
れ
る
「
山
下
白
雨
」【
図
13
】
の
場
合
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。「
山
下
白
雨
」
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
凱
風
快

晴
」と
同
様
に
富
士
の
み
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
捉
え
た
作
品
で
あ
る
。「
凱

風
快
晴
」
の
赤
富
士
に
対
し
、
黒
富
士
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
富
士
の
山

頂
は
、「
山
下
白
雨
」
の
ほ
う
が
若
干
鋭
角
で
、
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
「
凱
風

快
晴
」
に
対
し
、
や
や
厳
し
い
表
情
を
見
せ
て
い
る
。
黒
雲
が
垂
れ
込
め
稲
妻

が
走
る
山
麓
で
は
、「
山
下
白
雨
」
の
タ
イ
ト
ル
通
り
、
に
わ
か
雨
が
降
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
富
士
は
雲
の
上
の
青
空
に
頭
を
出
し
て
泰
然

自
若
と
し
た
様
子
で
あ
り
、
天
候
を
も
超
越
す
る
富
士
の
偉
大
さ
が
表
現
さ
れ

て
い
る
と
、
作
品
解
説
な
ど
に
お
い
て
し
ば
し
ば
評
さ
れ
る
。

　
「
山
下
白
雨
」
の
先
行
作
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
た

こ
と
が
な
い
。
浅
野
氏
は
、「
未
だ
こ
れ
と
い
っ
た
も
の
を
見
出
し
て
い
な
い
」

と
し
な
が
ら
も
、「
凱
風
快
晴
」
の
先
行
作
と
し
て
も
触
れ
た
『
吾
嬬
路
記
』

の
挿
絵
「
夏　

吉
原
冨
士
」【
図
10
】
の
雲
の
形
状
な
ど
に
通
じ
る
要
素
を
見

て
い
る）

12
（

。
ま
た
、
北
斎
自
身
の
作
品
で
は
あ
る
が
、
狂
歌
絵
本『
は
る
の
不
二
』

の
挿
絵
を
挙
げ
、富
士
の
中
腹
の
ま
だ
ら
模
様
や
左
奥
に
描
か
れ
る
低
峰
を「
山

下
白
雨
」
と
の
共
通
点
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
巻
之
五
の
巻
頭

の
挿
絵「
吉
原
駅
よ
り
」【
図
14
】で
あ
る
。
こ
の
巻
は
吉
原
か
ら
始
ま
る
た
め
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
富
士
の
絵
が
最
初
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
三
頁
に

わ
た
る
パ
ノ
ラ
マ
で
、
画
面
上
部
に
は
ゆ
っ
た
り
と
稜
線
を
広
げ
る
富
士
が
、

下
部
に
は
吉
原
の
宿
場
か
ら
左
富
士）

13
（

あ
た
り
ま
で
の
東
海
道
の
松
並
木
が
描
か

図14　『東海道名所図会』巻之五より 竹原春泉斎「吉原駅より」　国立国会図書館
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図13　北斎「冨嶽三十六景　山下白雨」　中外産業株式会社

図15　 『東海道名所図会』巻之五より 竹原春泉斎「吉原駅より」（三丁裏・四丁表）　国立国会図書館
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れ
る
。
富
士
と
東
海
道
の
間
に
広
が
る
の
は
浮
島
沼
だ
ろ
う
。
画
中
に
落
款
が

な
い
こ
と
か
ら
、
竹
原
春
泉
斎
が
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る）

14
（

。

　

一
見
し
て
、
こ
の
挿
絵
と
「
山
下
白
雨
」
に
通
じ
る
要
素
を
探
す
こ
と
は
難

し
い
。広
範
囲
を
俯
瞰
的
に
捉
え
た
挿
絵
と
富
士
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た「
山

下
白
雨
」
で
は
大
き
く
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
掲
載
し
た

挿
絵
は
便
宜
的
に
三
頁
分
を
連
続
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
冊
子
で
あ
る
『
東
海

道
名
所
図
会
』
に
お
い
て
実
際
に
連
続
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
向
か

っ
て
左
の
二
頁
分
（
三
丁
裏
・
四
丁
表
）
の
見
開
き
【
図
15
】
で
あ
る
。
こ
の

二
頁
分
を
一
つ
の
画
面
と
し
て
見
た
と
き
、
比
較
的
「
山
下
白
雨
」
に
似
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
。「
山
下
白
雨
」
の
ほ
う
が
山
頂
は
や
や
鋭
角
だ
が
、
西
側

の
稜
線
を
ゆ
る
や
か
に
広
げ
る
姿
、
そ
の
稜
線
の
向
こ
う
側
に
描
か
れ
る
山
並

み）
15
（

、
反
対
側
の
稜
線
の
向
こ
う
側
に
湧
き
上
が
る
雲
、
山
肌
に
見
ら
れ
る
点
描

な
ど
、
共
通
す
る
要
素
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
画
面
左
下
の
吉

原
の
宿
場
を
覆
う
よ
う
に
西
か
ら
伸
び
る
雲
も
注
目
さ
れ
る
。
描
か
れ
る
位
置

は
異
な
る
も
の
の
、
小
さ
な
弧
を
連
続
さ
せ
る
雲
の
表
現
は
「
山
下
白
雨
」
と

よ
く
似
て
い
る）

16
（

。

　

挿
絵
だ
け
で
な
く
、
同
じ
『
東
海
道
名
所
図
会
』
巻
之
五
に
引
用
さ
れ
る
次

の
和
歌
も
興
味
深
い
。

　
　

ふ
し
の
ね
は
晴
行
空
に
あ
ら
わ
れ
て
す
そ
野
に
く
た
る
白
雨
の
雲

　

こ
れ
は
『
風
雅
和
歌
集
』
所
収
の
惟こ
れ

宗む
ね
の

光み
つ

吉よ
し

の
和
歌
だ
が
、
あ
え
て
解
説

す
る
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
に
詠
ま
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
「
山
下
白
雨
」
と
重
な
る

こ
と
が
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
北
斎
は
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」
の
少
し
後
に
、

「
詩し

い

歌か

写し
ゃ

真し
ん

鏡き
ょ
う」

や
「
百
人
一
首
う
は
か
ゑ
と
き
」
と
い
っ
た
詩
歌
の
イ
メ
ー

ジ
を
絵
画
化
し
た
錦
絵
シ
リ
ー
ズ
を
手
掛
け
て
お
り
、「
山
下
白
雨
」
に
お
い

て
同
様
の
手
法
を
用
い
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

四
、「
信
州
諏
訪
湖
」

　

こ
こ
ま
で
『
東
海
道
名
所
図
会
』
か
ら
「
凱
風
快
晴
」
と
「
山
下
白
雨
」
へ

の
影
響
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
も
う
一
つ
『
木
曽
路
名
所
図
会
』
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。『
木
曽
路
名
所
図
会
』
は
、
文
化
二
年
（
一

八
〇
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
名
所
図
会
で
、
中
山
道
と
日
光
街
道
の
沿
線
を
対
象

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
比
べ
て
富
士
の
登

場
は
少
な
い
が
、
塩
尻
や
下
諏
訪
あ
た
り
で
は
富
士
の
記
述
や
挿
絵
が
た
び
た

び
登
場
す
る
。

　

そ
れ
ら
の
挿
絵
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、『
木
曽
路
名
所
図
会
』
巻
之
四

の
「
諏
方
湖
」【
図
16
】
で
あ
る
。
高
い
と
こ
ろ
か
ら
諏
訪
湖
を
俯
瞰
し
、
遠

く
に
富
士
を
望
む
図
で
、
諏
訪
の
浮
城
と
呼
ば
れ
た
高
島
城
が
湖
上
に
突
き
出

し
て
い
る
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
挿
絵
を
描
い
た
絵
師
は
、
京
都
で
活
躍
し

た
西に

し

村む
ら

中ち
ゅ
う

和わ

で
あ
る
。

　

こ
の
挿
絵
を
参
考
に
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
の
が
、「
冨
嶽
三
十

六
景
」
の
う
ち
の
「
信
州
諏
訪
湖
」【
図
17
】
で
あ
る
。
藍
摺
の
涼
や
か
な
色

調
で
山
国
の
湖
水
風
景
を
表
現
し
た
佳
作
で
、
画
面
中
央
に
配
さ
れ
た
二
本
の

松
と
小
さ
な
祠
も
大
胆
で
面
白
い
。
富
士
の
左
に
は
八
ヶ
岳
が
聳
え
、
手
前
に

は
高
島
城
も
大
き
め
に
描
か
れ
て
い
る
。近
景
の
モ
チ
ー
フ
は
異
な
る
も
の
の
、

諏
訪
湖
の
向
こ
う
に
富
士
を
遠
望
す
る
と
い
う
基
本
的
な
構
図
は
、
中
和
が
描

く
挿
絵
と
同
じ
で
あ
り
、
と
く
に
画
面
上
部
に
描
か
れ
る
遠
景
の
山
並
み
の
雰

囲
気
な
ど
は
よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
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図17　北斎「冨嶽三十六景　信州諏訪湖」　島根県立美術館

図16　『木曽路名所図会』巻之四より 西村中和「諏方湖」　個人蔵
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こ
こ
で
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
に
諏
訪
湖
を

俯
瞰
し
て
富
士
を
遠
望
す
る
図
が
一
つ
の
定
型
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

「
冨
嶽
三
十
六
景
」以
前
に
出
さ
れ
た
版
本
を
簡
単
に
見
渡
し
た
だ
け
で
も
、『
木

曽
路
之
記
』（
正
徳
三
年
刊
）、『
百
富
士
』（
明
和
八
年
刊
）、『
山
水
奇
観
』（
寛

政
十
二
年
刊
）な
ど
に
同
様
の
諏
訪
湖
の
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る）

17
（

。
例
え
ば
、

『
木
曽
路
之
記
』
の
「
諏
訪
湖
図
」【
図
18
】
に
お
い
て
は
、
塩
尻
峠
か
ら
諏
訪

湖
を
俯
瞰
し
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
高
島
城
、
八
ヶ
岳
、
富
士
を
漏
ら
さ
ず

描
い
て
い
る
。
ま
た
、『
百
富
士
』
の
「
塩
尻
峠　

信
州
」【
図
19
】
で
は
、
富

士
の
位
置
が
画
面
左
に
移
っ
て
お
り
、
八
ヶ
岳
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、

塩
尻
峠
か
ら
諏
訪
湖
を
俯
瞰
し
て
富
士
を
遠
望
す
る
構
図
は
同
じ
で
あ
る
。
こ

の
『
百
富
士
』
は
、
先
述
の
よ
う
に
北
斎
が
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
を
描
く
際
に

参
考
に
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
だ
が
、「
信
州
諏
訪
湖
」に
関
し
て
は
、

『
木
曽
路
名
所
図
会
』
の
ほ
う
が
近
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、『
山

水
奇
観
』
の
「
信
濃
塩
尻
嶺
」
は
、『
百
富
士
』
と
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、北
斎
が
描
く「
信

州
諏
訪
湖
」
は
、
基
本
的
に
塩
尻

峠
か
ら
諏
訪
湖
を
俯
瞰
し
富
士
を

遠
望
し
た
図
の
系
譜
上
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る）

18
（

。
こ
の

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
注
目
し
た

い
の
が
、
近
景
に
描
か
れ
る
祠
と

二
本
の
松
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
の
役
割
と

し
て
ま
ず
思
い
つ
く
の
は
、
画
面

に
変
化
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
北
斎
が
、
定
番
と
も
い
え

る
諏
訪
湖
か
ら
の
富
士
を
そ
の
ま

ま
描
く
こ
と
を
潔
し
と
し
な
か
っ

た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
北
斎
画
に
垣

間
見
え
る
気
を
衒
う
性
格
か
ら
も

容
易
に
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
近
景
の
モ
チ
ー

図18　『木曽路之記』上より「諏訪湖図」　国立国会図書館

図19　河村岷雪『百富士』四より「塩尻峠」　西尾市岩瀬文庫
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フ
を
画
面
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
で
、
よ
り
遠
近
感
を
強
調
し
、
諏
訪
湖
の
奥

行
き
と
広
が
り
を
表
現
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い
る
。『
木
曽
路
名
所
図
会
』

な
ど
の
挿
絵
と
比
べ
て
も
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
画
面
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
ろ
う）

19
（

。

　

こ
の
近
景
に
描
か
れ
た
祠
に
つ
い
て
は
、
諏
訪
湖
か
ら
天
竜
川
が
流
れ
出
る

釜
口
水
門
付
近
に
あ
っ
た
弁
天
島
の
弁
財
天
の
も
の
と
す
る
考
え
も
あ
る
よ
う

だ
が
、
近
年
の
展
覧
会
図
録
な
ど
を
見
る
か
ぎ
り
特
定
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
北
斎
の
こ
と
な
の
で
、
構
図
上
の
利
点
か
ら
実
在
し
な
い
祠
を
描
い

た
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
こ
の
図
が
定
番
と
も
い
う
べ
き
塩

尻
峠
か
ら
の
眺
望
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
塩
尻
峠
に
祀
ら
れ
た

浅
間
の
祠
と
す
る
の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。『
木
曽
路
名
所
図
会
』
巻
之
三
の

最
終
頁
に
は
次
の
解
説
が
あ
る
。

　
　

 

浅せ
ん

間げ
ん
の

祠や
し
ろ

　

 

嶺と
う
げ
に
あ
り
鳥と
り

居ゐ

た
つ
。
此
所
よ
り
冨ふ

士じ

山さ
ん

向む
か

ひ
合あ
は

せ
な
り
。

故
に
社
あ
り
。
此
所
原は

ら

山や
ま

に
し
て
樹じ
ゅ

木も
く

な
し
。 

（
句
点
筆
者
）

　
「
嶺
」
と
は
塩
尻
峠
の
こ
と
で
、
ち
ょ
う
ど
富
士
と
向
い
合
わ
せ
で
あ
る
た

め
に
社
が
あ
る
と
い
う
。
富
士
が
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
、
富
士
を
祀
っ
た
浅

間
神
社
を
建
て
る
の
は
理
に
適
っ
た
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、こ
の
浅
間
の
祠
は
、

小
さ
く
で
は
あ
る
が
挿
絵
に
も
描
き
込
ま
れ
て
い
る【
図
20
】。そ
の
傍
ら
に
は
、

「
塩し

ほ

尻じ
り

嶺た
う
げよ

り
冨ふ

士じ

峯ほ
う

遙は
る
かに

見
ゆ
る
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
諏
訪
湖
を
挟
ん
で

遠
く
富
士
の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

北
斎
は
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」に
続
け
て
刊
行
し
た『
富
嶽
百
景
』に
お
い
て
、

そ
の
冒
頭
の
図
に
浅
間
神
社
の
祭
神
で
あ
る
「
木
花
開
耶
姫
命
」
を
描
い
て
い

る
。
ま
た
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
富
士
講
と
結
び
つ

図20　『木曽路名所図会』巻之三より 西村中和「塩尻　阿礼神社」　個人蔵
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け
て
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い）

20
（

。
こ
の
よ
う
に
富
士
信
仰
が
意
識
さ
れ
た
シ
リ
ー

ズ
に
お
い
て
、
塩
尻
峠
の
浅
間
の
祠
ほ
ど
諏
訪
湖
か
ら
の
富
士
を
描
く
の
に
ふ

さ
わ
し
い
場
所
は
な
い
だ
ろ
う
。

五
、
北
斎
と
名
所
図
会

　

以
上
の
よ
う
に
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」
に
お
け
る
名
所
図
会
か
ら
の
影
響
に

つ
い
て
見
て
き
た
。
便
宜
的
に
三
図
を
中
心
に
と
り
上
げ
た
が
、
例
え
ば
「
相

州
江
の
嶌
」【
図
21
】
な
ど
に
も
『
東
海
道
名
所
図
会
』
巻
之
六
の
「
江
嶋
海
浜
」

【
図
22
】
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
全
体
的
な
構
図
だ
け

で
な
く
、
船
や
樹
木
な
ど
細
部
の
表
現
も
比
較
的
よ
く
似
て
い
る）

21
（

。

図21　北斎「冨嶽三十六景　相州江の嶌」　島根県立美術館

図
22　
『
東
海
道
名
所
図
会
』
巻
之
六
よ
り 

竹
原
春
泉
斎
「
江
嶋
海
浜
」　

国
立
国
会
図
書
館
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ま
た
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」
に
続
け
て
刊
行
さ
れ
た
「
諸
国
瀧
廻
り
」
シ
リ

ー
ズ
の
「
美
濃
ノ
国
養
老
の
滝
」【
図
23
】
に
見
ら
れ
る
正
面
観
の
強
い
構
図

に
も
、『
木
曽
路
名
所
図
会
』
巻
之
二
の
「
養
老
瀧
」【
図
24
】
と
共
通
す
る
雰

囲
気
を
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
視
点
を
や
や
左
に
移
し
て
小
屋
の
辺
り

か
ら
滝
を
見
る
と
、ち
ょ
う
ど
北
斎
が
描
く
図
と
同
じ
様
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
「
木
曽
海
道
小
野
ノ
瀑
布
」
も
『
木
曽
路
名
所
図

会
』
巻
之
三
の
挿
絵
に
描
か
れ
て
い
る
。
一
見
し
て
共
通
点
は
見
い
だ
せ
な
い

も
の
の
、
広
範
囲
を
捉
え
た
挿
絵
か
ら
滝
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
、
橋
や
小

屋
な
ど
を
再
構
成
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
、
団

扇
絵
の
シ
リ
ー
ズ
「
勝
景
奇
覧
」
の
「
木
曽
摺
針
峠
」
と
『
木
曽
路
名
所
図
会
』

巻
之
一
に
見
ら
れ
る
同
所
の
挿
絵
に
お
い
て
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
を
挙
げ
た
と
こ
ろ
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
影
響
関
係
が
指

摘
で
き
な
い
以
上
、
推
測
の
域
を
出
て
い
な
い
こ
と
は
自
認
し
て
い
る
が
、
あ

ら
た
め
て
北
斎
の
作
画
姿
勢
に
つ
い
て
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
北
斎
が
名
所
図
会

の
挿
絵
を
わ
か
り
や
す
い
形
で
利
用
し
た
と
考
え
る
こ
と
の
ほ
う
に
無
理
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
七
十
歳
を
迎
え
て
円
熟
の
境
地
に
達
し
て

い
た
北
斎
が
、
単
純
な
挿
絵
の
借
用
の
よ
う
な
こ
と
を
安
易
に
す
る
と
は
思
わ

れ
な
い
。
例
え
ば
、
北
斎
は
、『
富
嶽
百
景
』初
編
の
有
名
な
自
跋
に
お
い
て
、

絵
師
と
し
て
の
意
気
込
み
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

 
七
十
年ね
ん

前ぜ
ん

画ゑ
が

く
所と
こ
ろは

、
実じ
つ

に
取と
る

に
足た
る

も
の
な
し
。
七
十
三
才
に
し
て
、
稍や
や

禽き
ん

獣じ
う

虫ち
う

魚ぎ
ょ

の
骨こ
っ

格か
く

、
草さ
う

木も
く

の
出
し
ゅ
っ

生し
ゃ
うを
悟さ
と

し
得え

た
り
。 

（
句
読
点
筆
者
）

　

ま
た
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
広
重
は
『
富
士
見
百
図
』
の
自
序
に

お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

図
23　

北
斎
「
諸
国
瀧
廻
り　

美
濃
ノ
国
養
老
の
滝
」　

太
田
記
念
美
術
館

図
24　
『
木
曽
路
名
所
図
会
』
巻
之
二
よ
り 

西
村
中
和
「
養
老
瀧
」　

個
人
蔵
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葛
飾
の
卍
翁
、
先
に
富
嶽
百
景
と
題
し
て
一
本
を
顕
す
。
こ
は
翁
か
例
の

筆
才
に
て
、
草
木
鳥
獣
器
財
の
た
く
ひ
、
或
は
人
物
都
鄙
の
風
俗
、
筆
力

を
尽
し
絵
組
の
お
も
し
ろ
き
を
専
ら
と
し
、
不
二
は
其
の
あ
し
ら
ひ
に
い

た
る
も
多
し
。 

（
句
読
点
筆
者
）

　

こ
の
「
絵
組
の
お
も
し
ろ
き
を
専
ら
と
し
」
と
い
う
言
葉
は
、
広
重
に
と
っ

て
北
斎
の
絵
が
構
図
的
な
面
白
さ
を
優
先
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
同
時
代
の
絵
師
の
証
言
か
ら
も
、
北
斎
が

実
景
や
そ
の
代
わ
り
と
な
り
う
る
名
所
図
会
の
挿
絵
を
そ
の
ま
ま
描
く
こ
と
を

潔
し
と
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
た
可
能
性
が
推
察
さ
れ
る
だ

ろ
う
。

　

名
所
図
会
の
一
つ
の
特
徴
は
、
名
所
旧
跡
の
由
緒
や
沿
革
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
挿
絵
を
参
考
に
す
る
の
は
絵
師
と
し
て

当
た
り
前
だ
が
、
北
斎
は
そ
の
よ
う
な
本
文
も
併
せ
て
読
み
な
が
ら
、
名
所
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
北
斎
は
、
四
十
代

か
ら
五
十
代
に
か
け
て
多
く
の
読
本
の
挿
絵
に
携
わ
り
、
そ
の
第
一
人
者
と
称

さ
れ
て
い
る
。馬
琴
ら
が
紡
ぎ
出
す
様
々
な
物
語
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、

数
々
の
優
れ
た
挿
絵
を
描
い
た
北
斎
の
想
像
力
の
凄
さ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

多
く
の
先
学
に
よ
り
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
紹
介
す

る
ま
で
も
な
い
。
ジ
ャ
ン
ル
が
異
な
る
と
は
い
え
、
文
字
情
報
か
ら
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
て
絵
画
化
す
る
作
業
は
、
北
斎
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
見
て
き
た
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
の
三
図
は
、
そ
の
よ
う
な
方
法
で
作

画
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
名
所
図
会
の
挿
絵
を
参
考
に

し
つ
つ
も
、
文
字
情
報
か
ら
も
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
作
画
す
る
と
い
う
作

画
姿
勢
は
、
実
に
北
斎
ら
し
い
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
明
快
な

影
響
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
今
後
は
挿
絵
と
本
文
だ
け

で
な
く
、
さ
ら
に
他
の
資
料
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
も
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
作
業
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
北
斎
の

作
画
姿
勢
に
つ
い
て
徐
々
に
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

今
後
の
課
題
の
意
味
を
込
め
て
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
巻
之
五
の
記
述
を

挙
げ
て
、
本
論
を
終
わ
り
と
し
た
い
。

　
　

 

尾び

の
冨ふ

士し

見み

原ば
ら

、
遠え
ん

の
汐し
ほ

見み

坂さ
か

ま
で
は
、
山や
ま

の
形
か
た
ち

相あ
い

同お
な

じ
。
三み

穂ほ

、
清き
よ

見み

、
神か
ん

原は
ら

よ
り
は
艮
う
し
と
らに

当あ
た
つて

嵯さ

峨か

た
り
。
原は
ら

、
よ
し
原は
ら

は
正
し
ゃ
う

面め
ん

に
し
て
、

裾す
そ

野の

ま
て
鮮
あ
さ
や
かに
し
て
、
山さ
ん

趾し

東と
う

西さ
い

に
長な
か

し
。
三み

嶋し
ま

、
箱は
こ

根ね

よ
り
は
伏ふ
せ

籠ご

の

貌か
た
ちに
見
へ
て
、
鎌か
ま

倉く
ら

よ
り
は
北き
た

の
方か
た

へ
甚
は
な
は
た

延の
び

た
り
。
武む

蔵さ
し

野の

よ
り
は
西せ
い

南
に
あ
た
り
て
、
江こ
う

府ふ

の
赤あ
か

坂さ
か

駿す
る

河が

台た
い

よ
り
は
箯の
り

輿も
の

の
窓ま
と

に
眸
ま
な
じ
りを
動う
こ
かし
、

日に

本ほ
ん

両り
や
う

国ご
く

の
橋け
う

上し
や
うに
は
馬は

上し
や
うの
人ひ
と

の
首か
し
らを
め
ぐ
ら
し
、
駿す
る

河か

町て
う

の
名な

も
、

冨ふ

士し

に
寄よ
る

な
り
。 

（
句
読
点
筆
者
）

　

北
斎
画
へ
の
直
接
的
な
影
響
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
こ
の
よ

う
な
記
述
も
ま
た
、
富
士
の
連
作
を
描
く
北
斎
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
資

料
に
な
り
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

22
（

。

お
わ
り
に

　

以
上
、
北
斎
の
作
画
姿
勢
に
つ
い
て
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」
に
お
け
る
名
所

図
会
か
ら
の
影
響
を
も
と
に
考
察
し
た
。
考
察
が
不
十
分
で
あ
り
、
可
能
性
の
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提
示
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
感
は
否
め
な
い
。
た
だ
、
次
の
よ
う
な
記
述
を
見

る
と
、「
凱
風
快
晴
」
や
「
山
下
白
雨
」
に
は
、
吉
原
あ
た
り
か
ら
の
富
士
が

描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
を
強
く
す
る
。

　
　

 

吉よ
し

原は
ら

駅の
ゑ
きよ
り
ふ
じ
か
ね
を
眺な
が
むれ
は
、
西
の
方
の
山さ
ん

趾し

は
る
か
に
長な
が

く
裾す
そ

野の

よ
り
生は
へ

出い
づ

る
や
う
に
見
へ
て
、
異ゐ

国こ
く

に
も
な
ら
び
な
き
名め
い

山ざ
ん

こ
こ
に
し
ら

れ
て
尊と

う
とく
ぞ
思
は
れ
け
る
。 

（
句
読
点
筆
者
）

　

こ
れ
は
、「
山
下
白
雨
」
へ
の
影
響
を
指
摘
し
た
『
東
海
道
名
所
図
会
』
巻

之
五
の
巻
頭
の
挿
絵
【
図
14
】
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
吉
原
か
ら
富
士

を
眺
め
る
と
、
西
の
稜
線
が
は
る
か
遠
く
ま
で
広
が
り
裾
野
か
ら
生
え
て
い
る

よ
う
に
見
え
、
そ
の
雄
大
な
富
士
の
姿
は
異
国
に
並
び
な
き
名
山
と
し
て
尊
く

思
わ
れ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
吉
原
か
ら
眺
め
る
富
士
に
対
す

る
称
賛
は
、「
凱
風
快
晴
」
や
「
山
下
白
雨
」
を
前
に
し
て
我
々
が
抱
く
感
想

に
近
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

23
（

。

　

東
海
道
が
富
士
に
最
も
近
づ
き
、
雄
大
な
姿
が
眺
め
ら
れ
る
吉
原
や
原
は
、

富
士
を
大
き
く
捉
え
て
描
く
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
だ
っ
た
。
当
時
の

人
々
に
そ
の
よ
う
な
共
通
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
北
斎
や
広
重
の
東
海
道
シ

リ
ー
ズ
に
お
い
て
、
吉
原
か
原
の
ど
ち
ら
か
で
富
士
が
大
き
く
描
か
れ
る
こ
と

が
多
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
富
士
の
御
膝
下
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、「
凱
風
快
晴
」
や
「
山
下
白
雨
」
の
タ
イ
ト
ル
に
は
地
名
が
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い）

24
（

。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
凱
風
快
晴
」
と
「
山
下
白
雨
」
が
、
吉
原
か

ら
の
富
士
を
描
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
北
斎

は
、
あ
く
ま
で
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
基
準
と
な
る
べ
き
富

士
の
姿
を
描
こ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
場
所
に
縛
ら
れ
た
富
士

で
は
な
く
理
想
と
し
て
の
富
士
を
描
こ
う
と
し
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
富
士
の
イ
メ
ー
ジ
に
最
も
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
が
、
吉
原
か
ら
の

富
士
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 

（
大
阪
市
立
美
術
館
学
芸
員
）

註１　

同
展
に
つ
い
て
は
、『
北
斎
│
風
景
・
美
人
・
奇
想
│
』【
展
覧
会
図
録
】（
大
阪
市
立

美
術
館
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

２　

鈴
木
重
三
、
木
村
八
重
子
、
大
久
保
純
一
『
保
永
堂
版　

広
重　

東
海
道
五
拾
三
次
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

３　

北
斎
の
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
次
の
七
種
で
あ
る
。

　
　

①
シ
リ
ー
ズ
名
不
明
（「
画
狂
人
北
斎
画
」
落
款
）、
横
小
判
、
五
十
六
枚
揃
、
吉
野

屋
徳
次
郎
版

　
　

②
「
春
興
五
十
三
駄
之
内
」（
摺
物
）、
横
九
つ
切
判
、
五
十
九
枚
揃
、
版
元
不
明
、

享
和
四
年
（
一
八
〇
四
）

　
　

③
シ
リ
ー
ズ
名
不
明
（「
北
斎
画
」
落
款
）、
横
小
判
、
五
十
四
枚
揃
、
版
元
不
明

　
　

④
「
東
海
道
五
十
三
次
（
絵
本
駅
路
鈴
）」、
縦
中
判
、
五
十
六
枚
揃
、
伊
勢
屋
利
兵

衛
版

　
　

⑤
「
東
海
道
五
十
三
次
（
五
十
三
次
江
都
の
往
か
い
）」、
横
小
判
、
五
十
六
枚
揃
、

伊
勢
屋
利
兵
衛
版

　
　

⑥
シ
リ
ー
ズ
名
不
明
（
無
落
款
）、
縦
小
判
、
五
十
六
枚
揃
、
鶴
屋
金
助
版

　
　

⑦
「
東
海
道
五
十
三
次
絵
尽
」、
小
判
（
正
方
形
）、
六
十
枚
揃
、
鶴
屋
金
助
版
、
文

化
七
年
（
一
八
一
〇
）

４　

磯
博
「
河
村
岷
雪
の
「
百
富
士
」
と
北
斎
の
富
嶽
図
」（『
美
学
論
究
』
一
、
一
九
六

一
年
）

５　
「
冨
嶽
三
十
六
景　

遠
江
山
中
」
の
よ
う
に
、
鍬
形
蕙
斎
「
近
世
職
人
尽
絵
巻
」
か
ら

の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
図
も
あ
る
。

６　

狩
野
博
幸
『
絵
は
語
る
一
四　

葛
飾
北
斎
筆　

凱
風
快
晴
│
赤
富
士
の
フ
ォ
ー
ク
ロ

ア
』（
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）
お
よ
び
『
特
別
展　

野
呂
介
石
│
紀
州
の
豊
か
な
山

水
を
描
く
│
』【
展
覧
会
図
録
】（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

７　

浅
野
秀
剛
『
浮
世
絵
は
語
る
』（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
）
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８　

北
斎
が
描
く
『
富
嶽
百
景
』
の
「
快
晴
の
不
二
」
も
、「
過
駿
河
吉
原
駅
望
芙
蓉
景
」

と
近
い
雰
囲
気
の
図
で
あ
る
。
同
じ
版
本
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
富
士
の
前
景
に

水
辺
（
浮
島
沼
か
）
を
配
す
る
構
図
や
、
点
描
を
多
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
も
注

目
さ
れ
る
。

９　
「
過
駿
河
吉
原
駅
望
芙
蓉
景
」
の
読
み
下
し
に
つ
い
て
、『
日
本
名
所
風
俗
図
絵
一
七   

諸
国
の
巻
Ⅱ
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
で
は
「
駿
河
を
過
ぎ
、
吉
原
駅
に

て
芙
蓉
を
望
む
の
景
」と
し
て
い
る
が
、
吉
原
は
ま
だ
駿
河
国
な
の
で「
駿
河
を
過
ぎ
」

と
読
む
に
は
無
理
が
あ
る
。「
駿
河
の
吉
原
駅
を
過
ぎ
て
芙
蓉
を
望
む
景
」
と
読
む
ほ

う
が
自
然
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
挿
絵
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
吉
原
駅
か
ら
の

富
士
で
は
な
く
、
吉
原
駅
を
通
り
過
ぎ
て
か
ら
の
富
士
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

10　

飯
田
真
「
原
在
正
筆
「
富
士
山
図
巻
」
を
め
ぐ
っ
て
│
江
戸
後
期
京
都
画
壇
に
お
け

る
実
景
図
制
作
の
一
様
相
」（『
静
岡
県
立
美
術
館
紀
要
』
一
三
、
一
九
九
八
年
）

11　

起
句
の
四
文
字
目
に
つ
い
て
は
、『
東
海
道
名
所
図
会
下
冊
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

一
〇
年
）な
ど
で
は「
雪
」と
読
み
、『
日
本
名
所
風
俗
図
絵
一
七　

諸
国
の
巻
Ⅱ
』（
角

川
書
店
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
で
は
「
鳥
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
本
稿
で
は
文
字
の

く
ず
し
方
や
漢
詩
の
意
味
か
ら
「
雪
」
が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
。

12　

浅
野
秀
剛
、
前
掲
書
（
註
７
）

　
　

ま
た
、
大
久
保
純
一
氏
は
、
南
蘋
派
の
宋
紫
石
の
富
士
図
に
「
山
下
白
雨
」
を
は
じ

め
と
す
る
北
斎
の
富
士
図
と
の
共
通
点
を
見
出
し
て
い
る
（
大
久
保
純
一
『
カ
ラ
ー

版　

北
斎
』
岩
波
書
店　

二
〇
一
二
年
）。

13　

左
富
士
と
は
、
江
戸
か
ら
京
に
行
く
場
合
、
ふ
つ
う
右
に
見
え
る
は
ず
の
富
士
が
道

の
屈
曲
に
よ
り
左
に
見
え
る
ポ
イ
ン
ト
の
こ
と
。
広
重
も
保
永
堂
版
の
東
海
道
で
左

富
士
の
風
景
を
描
い
て
い
る
。

14　
『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
凡
例
に
、「
細
図
は
浪
速
竹
原
春
泉
斎
の
一
筆
に
よ
り
て
姓

名
を
記
さ
ず
」
と
あ
る
。

15　

こ
の
稜
線
の
向
こ
う
に
見
え
る
低
峰
は
、
地
理
的
な
特
徴
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要

で
あ
る
。
両
図
の
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
山
下
白
雨
」
は
吉
原
か

ら
の
富
士
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
月
僊
「
富
岳
暁
景
図
」（
個
人
蔵
、『
特

別
展　

江
戸
の
旅
│
た
ど
る
道
、
え
が
か
れ
る
風
景
』【
展
覧
会
図
録
】
仙
台
市
博
物

館
、
二
〇
一
二
年
）
に
も
同
じ
よ
う
な
山
並
み
が
描
か
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

16　

浅
野
氏
が
、
前
掲
書
（
註
７
）
に
お
い
て
「
山
下
白
雨
」
と
の
共
通
点
を
指
摘
す
る

狂
歌
絵
本
『
は
る
の
不
二
』
の
挿
絵
も
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
巻
之
五
の
巻
頭
の
挿

絵
を
参
考
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
狂
歌
絵
本
が
刊
行
さ
れ
た
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
は
、
北
斎
が
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
を
手
掛
け
始
め
た
時
期
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
、
そ
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

17　
『
日
本
名
山
図
会
』
の
「
八
岳
」
も
同
じ
よ
う
に
、
諏
訪
湖
を
俯
瞰
し
て
富
士
を
遠
望

す
る
構
図
だ
が
、
あ
く
ま
で
八
ヶ
岳
が
中
心
で
高
島
城
も
描
か
れ
て
い
な
い
。

18　

塩
尻
峠
か
ら
で
は
な
い
が
、
北
斎
は
「
信
州
諏
訪
湖
水
氷
渡
」（
長
大
判
錦
絵
）、「
勝

景
奇
覧　

信
州
諏
訪
湖
」（
団
扇
絵
）、『
北
斎
漫
画
』
十
編
「
信
州
諏
訪
湖
氷
渡
」
に

諏
訪
湖
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
北
斎
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
広
重
や
英
泉
も
諏
訪

湖
か
ら
の
富
士
を
し
ば
し
ば
描
い
て
い
る
。

19　
「
冨
嶽
三
十
六
景　

信
州
諏
訪
湖
」
や
「
冨
嶽
三
十
六
景　

甲
州
三
嶌
越
」
な
ど
の
よ

う
に
、
北
斎
が
画
面
の
中
央
を
縦
に
貫
く
モ
チ
ー
フ
を
描
く
こ
と
と
、
版
本
の
見
開

き
の
画
面
が
左
右
に
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
係
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
「
甲

州
三
嶌
越
」
の
富
士
の
稜
線
を
あ
え
て
大
樹
で
分
か
つ
構
図
に
は
、
そ
の
よ
う
な
版

本
の
画
面
形
式
か
ら
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。

20　

例
え
ば
「
冨
獄
三
十
六
景　

諸
人
登
山
」
に
は
富
士
講
の
信
者
た
ち
が
描
か
れ
、「
冨

嶽
三
十
六
景　

甲
州
三
坂
水
面
」
に
は
富
士
信
仰
の
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
た
冨
士
御

室
浅
間
神
社
周
辺
の
景
観
が
描
か
れ
て
い
る
。

21　

こ
の
「
江
嶋
海
浜
」
の
挿
絵
は
、
次
頁
か
ら
の
「
江
嶋
弁
天
宮
」
の
挿
絵
へ
と
つ
な

が
り
、
三
頁
で
一
図
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

22　

構
図
的
に
は
『
百
富
士
』
の
「
窗
中
」
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
「
冨
嶽
三
十
六

景　

尾
州
不
二
見
原
」
も
、
そ
の
場
所
の
設
定
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
案
外
こ
の

記
述
に
出
て
く
る
「
尾
の
冨
士
見
原
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

23　
「
西
の
方
の
山
趾
は
る
か
に
長
く
」
と
い
う
『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
記
述
は
、
富
士

の
東
の
山
腹
に
宝
永
山
が
あ
り
、
山
麓
の
南
東
に
愛
鷹
山
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
首
肯

さ
れ
る
。
こ
の
春
泉
斎
の
挿
絵
に
お
い
て
も
、
西
の
稜
線
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
向
か
っ
て
左
側
の
稜
線
を
ゆ
っ
た
り
と
伸
ば
す
「
凱
風
快
晴
」
や
「
山

下
白
雨
」
に
通
じ
る
よ
う
で
興
味
深
い
。

24　
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
全
四
十
六
図
の
中
で
、
タ
イ
ト
ル
に
地
名
が
含
ま
れ
な
い
図
は
、

「
凱
風
快
晴
」「
山
下
白
雨
」「
諸
人
登
山
」
の
三
図
だ
け
で
あ
る
。「
諸
人
登
山
」
は
、

富
士
に
登
る
人
々
を
描
い
た
図
で
あ
る
た
め
、
地
名
を
タ
イ
ト
ル
に
入
れ
な
い
の
も

首
肯
さ
れ
る
。

【
図
版
出
典
】

　

 

図
９
、
図
13
、
図
17
、
図
21
、
図
23
に
つ
い
て
は
、『
北
斎
│
風
景
・
美
人
・
奇
想
│
』【
展

覧
会
図
録
】（
大
阪
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
）
よ
り
転
載
し
、
そ
の
他
の
図
に
つ
い

て
は
、
各
所
蔵
者
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。




